
2013/8/19

平成25年度　訪問診療スタート支援事業
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研修企画会

事例検討会
・他勉強会など

【グループ研修】
・同行訪問
・カンファレンス
・研修会
・他職種紹介
・施設見学　　他

2月25日
第３回集会

・情報共有
・評価
・今後の取り組み
について

４月
・企画会

・岡山大学病院においてケースカンファレンスと回診、ディスカッションへの参加　（＊かとう内科、他がん拠点病院にも協力をもらう）

第１回集会（キック
オフミーティング）

・講演（在宅医療）
・研修のペア（グ
ループ）づくり
・グループの目標
設定と取組計画

第２回集会

・前半の取組共
有
ペア（グループ）
づくり
各・グループの
目標設定と取組
計画

第３回集会

・講演（訪問看
護）
・取組の共有
・評価
・今後の取り組み
について

【グループ研修】
・同行訪問
・カンファレンス
・研修会
・他職種紹介
・施設見学　　他

【グループ研修】
・同行訪問
・カンファレンス
・研修会
・他職種紹介
・施設見学　　他

岡山大学病院における緩和セミナー（月１回開催）との共催。PEACEの基礎的緩和セミナーと比較してより実践的な知識と技術の習得を目的とす
る。DVDに記録し、会員への貸し出しを行う

・緩和ケアセミナーにおいてケースカンファレンスにより実際的な薬物の使用を学習する

・会員対象にFAX,メールによる相談を行う。会長者は岡大病院医師。相談内容と回答を補完し、第３者によるレビューを受ける。
（治療行為の責任はかかりつけ医とする）

・研修企画
・訪問診療基盤
整備の検討　他

中区
３/９

ｈ２６年度事業に反映ｈ２５年度事業に一部反映

・研修企画
・訪問診療基盤
整備の検討　他

4ヶ月に1回程度で随時開催
（＊せん妄ワークショップは単発実施。岡山大学病院の精神科神経科がおこなう国の補助事業とタイアップする）
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在宅医療・介護等の認識を深めるための公民館出前講座の開催
平成２５年度当初予算額 ２，０００千円（新規）

○医師、歯科医師、薬剤師、看護師等を「在宅医療・
介護語り隊」として登録し、在宅医療・介護について
専門職の立場から実情を伝えるとともに、市民の在
宅医療・介護の経験談も加え、市内公民館で出前
講座を開催する。

○６月１日の「岡山市民の日」の関連事業として市民と
在宅医療・介護を考える講演とシンポジウムを開催
する。

事業内容事業内容

事業効果事業効果

○在宅医療・介護の推進を図るためには、医療従事者
などのスタッフだけでなく、市民自身が在宅医療・介
護等について認識を深めていくことも重要であること
から、市民への啓発活動に取組む。

事業イメージ事業イメージ

※録画したものを、岡山市のホームページから発信す
る。

「在宅医療・介護語り隊」や介
護を経験した家族などを講師
として派遣

公民館で講演

事業目的事業目的

○高齢化の急速な進展により医療ニーズが高まってい
く中で、在宅医療・介護の推進を図るためには、か
かりつけ医を持つことや救急時にどのように対応す
るかなど、市民の在宅医療・介護等に対する認識を
深めていく必要がある。

事業背景事業背景

在宅医療・介護等の認識を深める公民館出前講座の
開催

講演内容
○かかりつけ医の役割
○救急時の対応について
○在宅医療とは
○地区情報の提供 など

「岡山市民の日」に講演とシンポジウム開催

・（テーマ）賢く使う在宅医療・介護のすすめ

・平成25年6月1日 さん太ホールで開催

○市民が在宅医療・介護等に対する認識を深めていくことで、住み慣れた在宅で安心して介護、看護を受けることので
きる高齢者が増える。
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